
Title 情報化社会と公衆衛生 : 情報化によって変る住民生
活と公衆衛生活動

Author(s) 平沢, 誠啓; 猫西, 一也; 佐々木, 陽 他

Citation 大阪公衆衛生. 1971, 26, p. 12-26

Version Type VoR

URL https://hdl.handle.net/11094/84321

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



ばねるでいすかっしょん

情報化社会と公衆衛生
—情報化によって変る

住民生活と公衆衛生活動—

演 者 1::1本万囚栂覧会協会柏報通信課長

平沢誠啓

大阪市消費者センター所長 猫西一也

大阪府立成人病センター調査部主幹

佐々木陽

大阪府岸和田保健所長

司会朝日放送解説委員

中村太郎

山田浩

求ということは韮本的な姿葵の一つであろうかと息い

情報とは何か？ ます。この幸福の条件のまず第一は健康であるという

こと，第二は芸術や美術などの鑑宜をするといった既

司会 ただいまご紹介いただきました朝日放送の山 かな感消生活が過せること，さらに物質的に恵まれる

田です。きょうのパネルディスカッションのテーマは ことなどがあげられます。また鋭い知性と幅広い知識

「情報化社会と公衆衛生」で副題は「惜報化によって といったものも大切であろうと息います。

変る住民生活と公衆衛生活動」ということになってお 昨年の万国li;IJ.も索朴な意味で批界の国の人々が互い

ります。すでに梢報化社会が始まっているのに，公衆 にもっている文物，知識を披泄しあうことに焦点があ

衛生だけがたち遅れてはいけないので，なんとか枯報 ったともいえます。このような知識，知性ば情報に密

化時代にあうような公衆衛生活動が必要ではなかろう 接に関係があり，その取扱いも幸福追求の条件の一つ

かということで， このテーマが選ばれたと息います。 であると考えます。

きょうのお話しは個人的な立場で，肩書きに詩られ この梢報を取扱う立場からすると，’伯報は常に一定

ることなく，自由にのびのびとやっていただければ結 の交通整理をしてやらなければなりません。これには

構です。それでは伯報化社会，情報化時代が始まって 一般に 5つの取扱い方法があります。

いると 1れしましたが， ,w報化社会とはどんな社会かと 1. 'Ii計報をキャッチすること

いうことが問題になります。人によってはいままでは 2. キャッチした情報を分類，整迎すること

物をつくる時代であったが，今後ば梢報機能を活用す 3. 結呆をまとめておくこと

る時代に変っていくだろうという見方をする人もいま 4. 保存しておくこと

す。そこで，；寸論を進めるまえに「情報とは何か」ある 5. 広く他の人に知らせること

いは「帖報を巾心にした社会とはどんな社会か」「情 人間としての砧本的な欲求は佐からあるわけです

報化時代といわれるゆえんのものは何か」について， が， これを惜報時代ということでとりあげている所以

4人の方にそれぞれの立場からひとつ意味づけをして のものは，交通辿信機1刻の免辻によって，広範囲に，

いただき，それをベースに話しを進めていきたいと息 しかも短時間に情報の伝込が可能になったこと，たと

います。 えばアメリカで起ったことが，すぐにも IJ本でわかる

まずはじめにガIぶl博邸会協会迎紐部帖報通信，，果kの ように，空間と時間を超越した↑叶位の収扱いがてきる

平沢さんからお顧いします。 ようになったことによります。

平沢情報化時代—--―これがどういうことなのか 一番原始的な時代の人々は石で斧ややじりをつく

は，実は私もよくわかりません。一説によりますと伯 り，獣を殺して肉を食べて生活していました。次には

報に価値を認める時代だという人もありますが，それ 鋤鍬や美術工芸品などをつくり，これが庄業革命以降

では「帖報とは何か」「価値とは何か」ということに になると蒸気機閲から電力，原子力の開発へと発展

なってきます。 し， これらのエネルギーを使って大址生産をするよう

われわれが日常生活をおくるにあたって，辛福の辿 に変ってきました。とくに最近では品買管理の技術が
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発述し，よい品行の品物を殷宮につくるようになって られ，無l紺心な住民屈を増大させています。

います。一）j, 第2次Ill:界大戦以後には各挿の']i務機 もともと公衆衛'I:は住民の糾描活動が）よ盤になるも

械が登場し，ー:r.場において生席機械が大：,¥:il-:1)(を可能 のです。この意味から，今日の地域社会では公衆衛生

にしたのと同様に， -ti'濯の機械処J用を急迦こたかめ， 活動は非‘常に展開しにくい状態になっています。

翌宮な情報が容易1こ得られるようになりました。この 上から下への忙骰化の問図については， 「森しの手

ようにt,国時代といわれるものは，かつて口から1rへ 帖」が「テレビのI禾lった番組砒者投票」の粘果を発表

伝えられた帖報の処則が機械を通して大鼠にできるよ していますが，これによると教投・報迅部門の困った

うになってきた時代だということができます。 番組の第 1位はNHKのニュースで， 「何とかゲバゲ

次に情恨の価値をどうやって認めるかですが，非常 バ」といった娯染番組を入れても第4番目にランクさ

に難しい問題ですので，一応d・：しいh廿乱が価値ある枯 れています。 1村った雌由というのは，非常に御用放送

恨であると常識flりにLjlしあげておきます。ただ， Iじし 的な性格が強く，上からの押しつけがましい柏報だと

い情報であるということを，どうやって実証するか いうものです。

が，取扱い上非常に難しい点であると息います。 保健所あたりでti';-報を流す場合， ：善意のつもりでも

よほど気をつけないと，教えてやっているんだという

情報の量と質 ょうに受けとられ，逆に反発をかうことがあるのでは

ないかという不安をこの例から感じる次第です。

司会続いてこの2月1日付で大阪市消費者センタ また，過去10年間に新問のページ数が509'るも増えて

ー所長に栄転されました猫西さんを紹介します。猫西 、 ， 

さんは公衆衛生の現場を長年担当なさってきた方です

が，その経験の上にたって「住民や消費者と公衆衛生

従・11:者は呆して良い友だちなのか，悪い友だちなの

か」という非常にユニークな提案をなさっております

ので， もう少しi羊しく聞いてみたいと息います。

猫西私は 3つの点について申しあげます。その第

1ば惜報化社会といいますが，実態をよくみてみると

国や大企業のPRが大部分を占め， 't,'i"報は上から下に

向けられたものばかりで，住民や消費者の身近な社会

での横の関係が断絶しているように息います。 「向う

三軒両隣り」だとか「遠い親戚より近くの他人」とい

った親近感，社会共同休としての意識がだんだんにな

くなりつつあり， 「隣は何をする人ぞ」といった考え

方が個人の自由やマイホーム主義といった意識に支え

- 13 -

通信のはじめ

明治 3年8月20日川口運上所（大阪税関）と桜

宮造幣寮との間に電信線が架設され，辿話される

こととなった。 1本の針金を通じて数百里の遠方

と自由に話ができるときいて，開局当日には群集

がわんさと見物におしかけた。手紙が針金を伝っ

ていくものだと誰もが息って目をIIIlのようにして

見まもったが，誰1人それを確かめ得たものがい

ないままに通話が終った。一向に合点がいかない

ことから， これはてっきりキリシクンの艇法に相

迩ないということで 1件落貌うそのような本当

の話。



情報を求める人々

いるように，住民・消喪者の受ける・t,'J報函が急激に増

えていることをあげられます。マスコミの傾向として

はスボンサーの関係でやむを得ないことであろうと息

います。販売鼠をふやさなければならないとか，視l秘

率を高めなければいけないといったことは，盟の而だ

けでなく，質の面でも競馬，競輪，野球からセックス

ものまで取りあげるようになり，娯楽性の強いものに

変ってきました。このため公也問題は別にして，保健

衛生に関する記罪が総休的に非常に少なくなっている

と思います。

かってべ平連がニューヨークタイムズに平和アッヒ°

ールの全面広告を出したことがあります。そのとき 2

つの見方がありました。 1つは大きな反椀を呼ぶだろ

うということ，もう 1つは大した反牌はもたらすまい

というものです。アメリカの新聞は30ページを超える

ような部厚いもので，たまたま中の 1ページに仝面広

告を出したところで目にとまる率は非常に少なかろう

という見方があったわけです。これは健康の場合につ

いても同様であって，よほど気張っで情報を流さない

ことには，他の'ti'!報に埋れてしまうということを考え

なければなりません。

第2に申しあげたいのは，物価や生産に関する調査

統計にくらべて，生活環境についての調査や統計の実

施される休制や公表される度合がたち遅れていること

です。これは国民生活審議会あたりでも指摘している

ところで，最近の住民や消費者は公衆衛生にたずさわ

る行政機関が故意に健康に関する情報を隠しているの

ではないかといった不信屈すら持ちはじめています。

次に第3番目として，われわれ公衆衛生従事者は一

休なにをしなければならないかについて， 3つの提案

をしたいと思います。その 1は住民や梢費者が受けて

； 

いる生活障品の実態をできるだけ洋し<,,l,¥J 

ベ，公表に努）Jすることです。当而は過渡的

症状として消喪者や住民の矢おもてにたって

たたかれるでしようが， この時期を過ぎれば

やがて世論の支持に変ってくると思います。

そしてこれが公衆衛化をHf進する力ともなる

わけです。

その 2は市民的な地域共同休と考えられる

コミュニティをつくることに手を貸す必要が

あると息います。 11:1来の伝統的な住民組織に

かわって市民型の地域住民糾絋を育成しなけ

ればならないということです。ここに市民型

というのは，権利ばかりを主張するものでは

なく，義務も股行するという高い意識にたった人たち

のグループです。

機械による情報化も大切ですが，同時に人と人との

対話もあらためて煎視されなくてはなりません。とく

に地域の女性の方は他人に知らせる力をもっているも

のです。また消費者の批判の対象になっている腐業者

も自主衛生管理（セルフィンスペクション）をする組

織をつくらせることにより，消毀者の不信感を取りの

ぞいていくことが大事だと思います。

その 3としては消費者がそのまま利用できる府のい

い総介的な情報を親切に提供することです。知ってい

る知識の単なる切り売りでなく，かりに暖店の話であ

れば換気もふくめて電気がいいか，石油ストープがい

いか，ガスにすべきか，経済的効率はどうかまで詳細

な情報を提供する必要があります。

最後に私は万国博で救悠医療を担当しましたが，医

療と公衆衛生をつなぐ好い例を神戸のアドベンチスト

診療所に診旅委託した中で知ることができましたの

で，後刻申しあげたいと思います。

司会猫西さんのお話を要約しますと，梢報の批は

近時ますます増大しているが，すべて上から下への押

しつけ情報になっていること，その中には果して役に

たつ俯報がどれだけあるか疑わしいこと，特に生活環

境に関する情報が少なく，そこで公衆衛生従事者とし

ては何をなすべきかの 3つの提案でした。これを受け

て保健衛生の第一線で活躍しておられる岸和田保健所

長の中村さんにお顛いいたします。

情報化時代の主役

中村 「情報化社会と公衆衛生」というような難し

い問題について平索からあまり考えていなかったもの

- 14 -



てずので， tヽぶさか刈惑してしヽ ふオ）IJ-てすが，私なり

に卒直に意見を中し述べますと，＇情報化時代には株械

とそれを扱う人の 2つがあると息います。

これを述べるにあたり，たまたま 2年前に大阪府か

ら出しております・j1:務改苫J)~~- 「改他の窓」に寮

稿した内‘容について紹介させていただきますと次0)4 

つからなりた・ってしヽ まず。

① lli'11I: 部てはf,f,々 0)11也策を休系づ1ナてしヽ るが， 保健

所段階冗遥）！］となるとき， r::J凶の対朱把拙に 1「さが

あって，実行ftの詰めが凶い。
② 予賃［および・J1務の配分が一jjtfl勺，形式的である。

③ 業務の力し礎になる汽料の整Niiが不I・分で，実施に

きめのこまかさが欠けている。

④ 過去の資料の検，；寸，評価などに反省の態度がとば

しい。

芯げの勢いで許いてはみたものの，いまにして息え

ば梢恨処J吼の手lih'[と非常によく似た要ぶがこの,,,に合

まれていると息います。先「lもテレビで柏報社会とい

うのをやっておりましたが，＇情報処煎にはまず分頻，

次ぎにデジタル化，いわゆる数虻化ないしは符号化，

さらにフィードバック，評価の 3つの過程がありま

す。保健所活動にも同様な段1府があります。

まず最初に目的設定があり，ついで地域の健康湖

在地域診断があり，これをもとにプランニング，丈

施，評価の順に作業が進められています。したがって

ことさらに枯恨化時代という言jどを使ってはいます

が，方法論的に私たちの日常業務のプロセスとあまり

変ったものではありません。ただ，私たちの公衆衛生

活動には，住民不在の場介が多いという点に問題があ

ります。

今日，コミュニティの欠除がとかくに論義されてい

ますが， これは過去の公衆衛生のありかたが行政中心

に傾きすぎていたこと，結果として地域組絨の自主活

動の発殷を妨げたことに起囚すると考えられます。

次に保健所の職員の多くが自分自身を型にはめこみ

すぎるきらいがあり，梢報時代に対応しうる弾力性を

欠いているのではないかという点が指摘できます。い

まの世の中はこれでいいんだときめつけてしまう態度

や固定した考え方を捨て， 自由な発想のもとに情報化

時代の主役は自分たちなのだという意識をもってほし

いと息います。

司会最後に佐々木さんから医療の立場でこの問題

をどのように杓えておられるかおうかがいしたいと息

います。

情報化時代の先駆，みどりの窓口

医療と情報管理

佐々木 いままでのお話の中に，’情報化社会での忙

報の取扱いに対する多少の批判，反省もあったかと息

いますが，実際に情報を取扱う立場，あるいは利用す

る立場からみますと，まず初めに梢報化社会に臨む却

本的な態度が確立されていないと，いくら機械化して

もうまくゆかないと思われます。

確かに桔報の氾濫という言期がもっともびったりし

ているほどに，いまや非常な伯報景です。印刷梢報だ

けでも大変な品にのぽり，その反而ではヘドロ公害な

どの問四もひきおこしています。梢報を精選して適切

な梢根だけに限定するか，伝逹の手段を合理化すれ

ば，公害防止の上にも役立つかと思います。

現在の社会でば閲報屈が多いわりには認息の疎通に

欠ける一而があります。'「i『報をほしい人が，ほしい時

に，ほしい場所で利用できるシステムがないのです。と

くに医療や公衆衛生の場では遅れがめだっています。

日本はいまや自由世界第2位のコンビューター保布

国です。一般旅業の分野では急速にコンビューター利

用が迎んでいます。銀行などではほとんどオンライン

-15-



化まで迎んで，非常に便刊になっています。このこと

は好むと好まざるとにかかわらず，時代の匂勢として

医療あるいは公衆衛生の分野でも梢恨化が進み， コン

ビューター利用が促進されるようになると考えられま

す。しかし情報化とコンビューター利用は必ずしもイ

コールではありません。

情報を取扱う手段としてコンビューターは不可欠で

あり， とりわけ公衆衛生のようにマスを取扱う場合，

いつまでも手作業に頼っていては処理できない場合が

でてくるので，情報処理を機械化することは大きなメ

リットが予想されます。コンヒ°ュートビアという言梨

がありますが，耕極的に伯報処理の手段をわれわれの

分野にも祁入し，新しい型の医療なり，衛生行政なり

をやっていく必要があると思います。

先ほど公衆衛生と医窟の断絶ということがいわれま

したが， これは個人の健康・ー一疾病も健康に対する一

つの言葉ですが，要するに健康保持の而からいえば同

種類の桔報になるわけで， この健康梢恨を中心に杓え

ると，医旅も公衆衛生も一連のものであるわけです。

ここで介日医旅分野でコンピュークーがどのように

利用されているか，次に機械を使った健康管狸システ

ムがどうなっているかについて説明したいと息いま

........... .., ................ ヘ......,... .................................... .,.. ......................... ,-. ..... ~ 

> < 
~ ~ s 大阪府クリーニング { 
()  
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＼ ~ 
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） 八尾市春日町2丁目 1番地25号 ｝ 
5 電話八尾 (0729)23-0988-9 ( ； 郵便番号 581 ) 
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す。

医療の分野で最も悲木的に大切なことは，個人の健

康に関する情報の管J咀だと息います。個人病］！花の管理

という言葉は公衆衛生の場合には適当でないかもしれ

ませんが，これを健康梢報という言菜におきかえる

と，公衆衛生の而でもこれがベースになるわけです。

機械化のねらいとするところは大皿の梢報処刑によ

って医旅業務のスビードアップをしようとするところ

にあるわけで，主として臨床検査と機械との組み合せ

が璽要です。検査データーの自動解析にコンピュータ

ーの利用が考えられています。

たとえば心宅図の適切な診断には相当の知識と経験

が必要ですが， この専門医の論J'I!をそのままコンピュ

ーターに党えこませておけば，専門医と同じ診断結果

が得られるわけです。また，頭が痛い，手足がしびれ

ろといった個人の訴えをコンピュークーに入れること

によって，どのような検在を受ければよいか，どの方而

の診察が必要であるか，場合によってはどんな病気が

予想されるかなどのi'1動診断も可能になるわけです。

また，船医のいない船で乗糾員が急店にかかった場

合にも，無線で陸地の射院に症状を連絡，その答を得る

ことにも役だちます。あるいは同じ方法で無医村対策

もできると息います。さらにコンビューターは四六時

巾文句をいわずに働くので，爪症出者の監視や手術状

況のモニタリングもできるわけです。その他研究面で

の利用にも欠くことができない存在となっています。

現在，府立成人病センターでは心筋梗塞患者の病床

にコンピューターを連結して24時間症状の変化を府視

する方法がとられていますが，一方，府下の結核患者

の実態涸査にもとづくデーターの解析などにも利用し

ています。病院の場合にはこのほか各種の管理業務や

保険請求の業務にも利用が可能です。しかし一番大切

なことは， これを利用することによって医学，医療の

水準をひきあげ，また公衆衛生而での打の向上に期待

がもたれるものでなければならないことです。

このように検査関係を自動化すると共に，個人病歴

を長期間にわたって管狸し，その地域あるいはグルー

プの健康管狸をしている事例について紹介します。ア

メリカのオークランドにあるカイザー病院の集団検診

施設です。ここでは主に成人病を中心に集団検診をや

っております。これはカイザーという大きな企業グル

ープですが，そこの従業員の健康管理を徹底すること

により，結果として保険経済の負担を減少させるのに

役だてています。

病院の真中に待合室が設けられていて，受診者は左
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同りに検-rtを受けながらもとの塩所に反ってくるよう

になっていますが，その間に検査情報がどんどん機械

におくりこまれ，受診者が待合室に帰ってきたときに

は概ね診断できている仕組みになっています。現在ま

で何百万の人々がこの管理下にあるわけです。

これは一企業だけの問四にとどまらず，アメリカ西

部仝休についてシステム化が閃られようとしており，

すでに類似の施設もたくさんできています。心電閃，

心斉図から1frUF.,眼庄，視）], 呼吸機能や）徳）], その

他血液巾の成分の検杏にいたるまで，すべて機械処J哨

されています。

機械処理の方法としては，パンチカードシステムと

マークシートによるものとがあります。いずれの場介

にもたくさんの質問が用意されてあり，叉診者に該当

の個所をチェックさせてデークーを作成するようにな

っております。

カイザー・ファウンデーションではこの方i去によっ

て1人の患者のデークーを何年も保存竹刑し， これを

参考に要注意であるとか，治療を要するといった適 ii~

な診断を下しています。この施設は非常に行名で「I木

からもたくさんの見学者が行っております。

コンピュータは易者じゃない

司会 病院の巾にコンビューターがどんどん入って

くるというお話をうかがっていると，梢報化社会とは

コンビューターがどんどん使われる社会だと慇じま

す。この感じかたが呆して正しいのかどうか， lit界の

コンピューター保打園の中で第2位だという日本で，

コンピュークーについての知識は一般にまだまだ哨切吼

されていないと息います。

そこで梢報を整理するために登場してきたコンビュ

ーターとはどんなものか，一言でいうとうまく使えば

忠犬八公のような忠実なしもべともなり，間迩えば人

間を奴隷にもしてしまうものであるということができ

ます。

最近の例では，国鉄のみどりの窓口で切符を買う場

合に，行き先をいえば駅且がボタンを押してすぐさま

切符をとり出してくれますが，採作を誤まれば二屯売

りの恐れもあるわけです。また電話料金が最近コンビ

ューターによって計郷されるようになりましたが， こ

れとてもボタンの押し方ひとつで千円のところが3千

円， 4千円として通知されてくる場合が十分考えられ

るわけです。

コンビューターだからrm迩いはないと過信すること

は極めて危険です。人間がいかにコンビュークーを使

いこなすかによって，全能の神にもなれば無用の長物

にもなるわけです。それでは果してコンピューターは

全能なのか否かについて，専問家の平沢さんのご意見

をうかがいたいと息います。

平沢一口にいってコンピュークーは易者のよう

に，黙って附ればびたりとあたろといったものではあ

りません。巷1/'dに伝えられるような万能性はコンピュ

ークーにはありません。むしろ大したことができない

というほうが当っていますが，そのかわり一度党えこ

ませたら忘れろという命令を下さない限り， とことん

......__¥/_./' 

コンピューターは易者じゃない

揺えているということと，あるものとあるものとの比

校やJJII減乗除といった単純な作業なれば，まさに屯光

石火の速さで処刑することから，短時間に大乱処］用が

できる点に大きな特徴があります。

しかし複雑な仕・Ji:をさせようと息えば，それなりの
プログラムを糾んでやればできるわけです。ただし，

どのような場介にも命令は正確に教えこんでやるので

なければ期待した糸，＼果を得ることができません。だか

らといってコンピェークーやそれをモディファイした

事務処理機械， 't,'J恨処理機械はあまり役にたたないか
というと，使い方次第で万能選手となるわけです。

ここでもう一度情報化時代とはということについて

検討してみますと，現代的ないいかたをすれば，梢報

処理機械を祁入して梢報をたくさん処理していく時代

だといえます。そしてデーターを砧みあげるとか，比

較するとか，分類するとかの，いとも単純平板な仕事

は全部機械にまかせ，それによって生じた余剰時間を

猜西さんが指摘されました住民との対話の時間にあて

ればよいと息います。

隣近所の人々と健康や沖：，福についての対話が十分に

できる時代，いわば人間らしい生活のできる時代，そ

れこそ梢報化時代だと息います。

‘情報は本質的に人から人へと伝えられるものです

が， これを取扱う過程で機械の力を借り，大屈高速に

処理するというのが梢報時代の特色でもあります。こ

の梢報を機械処理するについては加工をしないと機械
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にのせらオしないという 1 札l四がある ~lI Jて ・J一。コンピ 1

ークーに閥人の店歴，健康状茜などのデークーを入れ

るということは非常に困悶な作業が伴うものです。休

温や脈の数をはかることは電気的に比較的筒単にでき

るでしょうが，心電図を椴械1こ蔽げませるということに

なろと決して容易なものではありません。

かりに万1141也のとぎのことを杓えてみますと， 6400

万人の入場者の放はコンピュークーが数えたわけです

が，数えかたとしてはゲートの部分に光のビームを装

四しておき，そこを人が辿るたびにチェックする方式

がとられました。 1人通ればプラス 1, 1人,'I',ればマ

イナス 1の足し卯，引き狩をコンピューターにさせた

わけです。原理的にはきわめて筒J社ですが，大きな荷

物などを身休から：誰して持って通れば，萄物まで 1人

と数えてしまうので， このような誤差をいかにしてな

くするかが1::1姐になるわけです。

コンビュークーの足し符， iJIき符のIW用は比校fr'.、J/)i

純な発想で，電気のオンとオフを糾みあわせてぢえだ

されたものです。これを．―て逍符号といい，私どもがII

祁話している言艇，たとえば31-5・--8だという答が

そのまま再生できるわけではありません。データーは

すべてあるf州の）JI江， これをコード化と呼んでいます

が，その作業が必要です。

コンビュークーを入れて省）J化し，対話の時間を生

みだすといっても，これをコード化するためには，や

はり相当の人手を必要とし，またプログラムを糸llむに

しても時間と手間がかかるものだという問図がありま

す。従って省力化してしまうまでの過程がなかなか大

へんでもあるわけです。

枯報の正しさをどうして確認し保存するかも大切で

難しい閤題です。大屈に'1iり報を処迎する過程には，玉

石混滑となる恐れが多分にあり，不要な柏報はどんど

ん捨てていくという勇気もいるわけです。

最近祈聞紙上でもさわがれましたが，知らぬ間に自

分の名前がどこかのコンヒ°ューターに入っていて，他

人に使われろケースも芯えられます。この邸味からプ

ライバシーの保戦も屯大問題です。これを屯気機械的

に保設する方法と，プライバシーを似した者に対して

制哉を加えるといった社会学的な保設の方法とがあ

り， こごにも解決していかなければならない問頌か残

されています。

最後にコンビューターを入れるといっても危大な金

がいるということを巾しあげておきます。先ほど佐々

木先生のお話にありました「ほ/J検診の設/Jlliにしまして

も1患者が 1回診するのに10ドルもかかろということ
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ですが，そんなに高いものであっては，おいそれと手 明確である限り，コンビューターといえどもどうにも

が出ません。そこでti'i報処迎をいかに安いコストに引 しようがないということです。

下げるかが，情報化時代を迎えることができるか否か これがコンビューターを祁入するに当って大きな問

のキーボイントにもなろうかと息います。 題でもあります。不明なものは明確にしてやらない限

情報処理のコストを,JI下げる方法としては 1つのコ り，帖呆として大きな，；呉りを犯ずという大小な教，；Illを

ンヒ°ューターシステムをみんなで共同して使川するこ 褐た次第です。

とを考えていかなければなりません。みんなで使うの 司会 コンビュークーは人間心.I'llとか社会心J'llとか

だから 1人当りのコストが安くなるのだという息想で は知るすべもなく，これらをデーターとして人間が入

す。エンジニアサイドだけでなく，利用者側でもこの れてやらないことにはいけないということですね。

点を考えてほしいと息います。 平沢 その点が一番大 •j(なところです。コンピュー

狂った入場者予測

司会平沢さんにひとことお伺いします。万園博に

は6,400万人の入楊者があり， これをコンピューター

で一大管理したわけですが，あの中で入場者予測が行

われましたけれども，なかなか当りませんでしたね。

この理由はどういうところにあったのでしょうか。

平沢入場者予測については一昨年夏ごろに協会幹

部からいわれましたが，卒直にいって当初はお断わり

したしだいです。しかし是非といわれて，お迫び程度

ならということでお引受けしたものの，博屈会運営の

大寡な数字ですので安易に扱うわけにはいきません。

少くとも予測するについては，どういう状態になれば

何人くらい入るという原因と結呆， この因呆圏係が明

確でなければ正確な数字をはじき出せません。当初は

この囚果1対係が全くつかめなかったのです。そこで東

点のある会社にお願いして，曜日や催し物の有無，火

候，気温などの要素を加味してプログラムを組み，数

値を出してみました。

因呆関係が不明確であったことから， 3, 4月のこ

ろは全然当りませんでしたが，そのうちだんだん経験

を積むことによってはっきりした数値がつかめるよう

になり， 6月， 7月には焼異的なほどに予測と実絨が

びたりと当たるようになりました。しかし，残念なが

ら8月15日のお盆の爆発的な入場者数については， I対

j財におけるお盆の要素がいかに大きいものであるかを

想定することができず，結果として大はずれの数値が

出てしまいました。

さらに 9月に入ると学校がはじまるので， これをど

う評価するか，会期が残り少なくなったことに対する

評価， これらについて適正を欠いたことが， 9月5日

の80数万の入場者による満員札止めの事態を起したわ

けです。こうして考えてみると，因呆閲係さえわかれ

ば大体止確な数値を得ることができますが， これが不

クーは何でもわかるんだと杓えることは1/H迎いのもと

です。コンピューターには，ちゃんとしたことを教え

ないと，ちゃんとした答が出ないということを忘れて

はいけません。

司会 人間の心理をコンビューターがうまく読めな

いということから考えると，問診にコンピューターを

使うことは非常に難しいと息われますが，そのへんの

ことについて佐々木先生のご意見をお伺いしたいと息

います。

佐々木 ある1限られた範囲でしか使えないというこ

とは山実です。新しい紺気がでてきたりすれば， 75[卦

博の入楊者釘則と同じように，全くお手あげではない

かと思います。

猫西平沢さんのコンビューターによる入場者予測

に1処連しまして，万国博会場でのゴミの発生盈予測と

その処理方法について紹介してみたいと息います。開

公当初はコそミの允生屈も全く見当がつかず，そのため

ゴミ搬/J¥}l]のトラックを何台手配すればよいかがわか

らなかったのですが， 1人 1日当り 400グラムを想定

して一応の対策をたててみたわけです。こうして開会

3ヵ月間くらいのゴミの排出凪と入場者数の相1紺I剥係

を調べてみたところ， 36+0.16X=ごみの星という数

式ができました。 Xというのは入場者数です。これに

よりますと入揚者数が増えれば， 1人当りのゴミの排

,，I¥凪が少なくなり，事実もその通りになりました。この

へんにも1杜呆関係設定の薙しさがあるかと思います。

このようにして入賜者数のJ憎lが平沢さんのほうから

伝えられてくると，私のほうでは 1IIのゴミfJl:/1¥盈を

.11・ 節し，月］、意すべきトラック台数を確保したわけです。

この経験からして，保健所あたりでも現在持ってい

るたくさんのデーターを集めて統計し，予測できる数

値を出していくという努力が必要だと息います。その

ときこそコンビューターも公衆衛生面に活かして使う

ことができるわけで，データーがばらばらに保存して

ある限り，機械化への道は迪いといわなければなりま
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せん。

住民との対話

司会 何が一番止しいデーターかについては，現場

のみなさん方が最もよく知っているわけで， これをど

のように処理し，分折するかということは，みなさん

方自身の課題だということですね。

猫西 梢報処理を生産管理に活用している一つの事

例として， 日本電気では管理部門を各都市におき，エ

場を都市周辺部に配置してそれぞれにテレビ電話を設

備しています。重役室からの指示はテレビ電話を通し

て出され，管理者はいながらにして生産状況を把握で

きる仕組みとなっています。このようなシステムを公

衆衛生の部門にもとり入れれば，当然事務の能率化が

はかられ，それによって生じた時間は住民との対話に

向けられると思います。

たとえば回生病院には外来婦長の制度が設けられて

います。受付に加長ががんばっていて，外米息者に対

して何でも相談に応じ，患者に納得のいく説明なり指

ボを与えています。そういう余力が，柏報化社会には

必要でもあるわけです。

医旗と公衆衛生の断絶をどのようにするかについて

神戸アドベンチスト診旅所

は， さきほど神戸のアドベンチスト診躯所について少

しふれましたので，具体的・11:例をあげて説明したいと

息います。この診旅所は小さな診旗所ですが，待介出

が資料室，図占出のような感じになっており，そこに

は公衆衛生や健康に閲するパンフレット， リーフレッ

トの類がたくさん備えつけられています。経営者は外

国人ですが，資料類は全部日本語です。

たとえば「愛姪家のあなたにひとこと」という図

で，煙•\'iの：占からどうすれば煙信がやめられるかを具

体的に興味深く害いたものがあります。日本ですと医

者が「お前さんは心臓が悪いから煙草をやめなさい」

とーロいえばそれでおしまいです。全く衛生教育的配

磁がありません。

そのほか「これが爽実である」とか「あなたはどう

しても煙章がやめたくたる」といった雑誌からの抜き

薔きをタイフ゜ライターにして骰いたものもあります。

あるいはその筋の権威の書いたものの抜き書きなど

が，公衆衛生の各方面のものについてできています。

ひるがえって日本の開業医の待合4廷：比餃してみま

すと，そこで見うけられるものの殆んどは散笈屋の待

合の雑誌類と大同小異です。せいぜいいいところでリ

ーダースダイジェストがおいてある程度，ひどいとこ

ろでは没画やいかがわしい過刊誌ばかりです。

司会 猫西さんのいわれるようなバンフレット類ば

かりを日本の診療所においたのでは，その医者ははや

らなくなるのではないでしょうか。

猫西 そのへんは日本の医療制度にもかかわる根本

問題になるかと息いますが，患者は医旗を求めてきて

いるわけで，求める人こそ一番よく吸収してくれる人

だという考えかたからすれば， 1具］述のあるパンフレッ

ト類なら大いに歓迎されるとも息います。要するに伯

報化はこんな身近なところにもあるわけです。

司会パンフレットは内容的に押しつけがましいも

のでなく，何となしに泌む人をしてひきずりこむとい

うか，閲心を持たせるような性きかたが大りJですね。

猫西 その一例として朝日新聞の 1月1711の朝刊の

記・J;:が私には非常に印象に残っています。内容は「保

温と挽気」をテーマにとりあげたもので，電気がいい

か，ガスがいいかについて解説したものです。）通常の

対話であれば「換気は大切ですよ。屯気のほうがいい

でしょうな」「電気代がj:'Jjくつくでしょう」「それはや｀ むを得ないでしょう」といったことでおしまいです。
ところがこの記れでは一定の温度ないし湿気を維持

していくには，軍気ストープの場合は，都市ガスの批

合は，挽気は，炭酸ガスの浪度はといったエ合に，ま

ことに懇切ていねいに解説しています。われわれ公衆

衛生従'Ji者が一般の人々と対する場合にも，ほんとう

に1分納得してもらえるような親切なアッピールをす

る必要があるかと息います。そのためには単に公衆衛

生オンリーではなく，政治のこと，文学，経済のこと

など，多方面にわたる知識が必要であります。

司会 日本の医旅機l剥の中でコンピュークーが使用

されている具体的な・J;:例について，その現状と将米の

股望といったものを佐々木先生からお話していただき
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たいと思います。 府下で胃の集団検診を実施していますが，このデータ

ーをコンピューターで処理するようにしています。こ

コンピューター病院構想 れによって胃ガンがどのような状態で起るかといった

こともだんだんに解明されてくるだろうと思います。

佐々木我田引水になって恐縮ですが，府立成人病 コンヒ°ューターで処迎するに当っては，カードに

センターではコンピューターを専入した自勁化病院に 「あなたはお腹のすくときに前みを憾じますか」とい

するという方向で日常の医療業務や検査業務が進めら った四問をたくさん用意しておき，該当する部分をチ

れています。しかしコンピューターというものは非常 ェックしてもらうようにしています。すでに相当屈の

にコストが高くつくので，呆して採節にあうかどうか データーが集っていますので，胃ガンの発生や自党症

がやはり大きな問題になっています。 について明確になる日も近いのではないかと期待され

さきほど猫西さんがいみじくもいわれましたが，デ ます。

ーターの柏みあげさえ十分にあれば，ゴミの予測だっ カルテをコンピューターに入れる方法としてはいろ

てできるということ，これは医旅の分野についても当 いろありますが，成人病センターの人間ドックのデー

然にいいうることです。しかもデーターはあります。 ターについてはマークシートを採用しています。従っ

病院へ行けば何万というカルテがあり，これを利用す てドックに入った患者のデーターはすべてコンピュー

ればよいわけです。このデーターの砧みあげによっ ターで処理され，解折され，必要に応じて引き出され

て，おのずと問診の場合の因呆閲係までつかめてくる るようになっているので，他の医院のようにカルテを

と思います。 常時備えておく必要がなくなったわけです。しかもこ

コンビュークーの祁入には巨領の投資が必要だとは のマークシートは読みやすいように漢字で印刷されて

いえ，メリットさえ多ければこの投資も決して高いも います。

のにはつかないといえます。このような考えかたから 将来は病院仝部をコンピューター化していく方向で

いろいろのプロジェクトが行われています。たとえば 考えられています。そのIりもには従来のように医師がそ

わずかの費用で

豪華な結婚式．”
テンマ高砂殿 ナンバ高砂殿

挙式から貸衣裳・着付．写真

披硲宴• お土産まで一切で

20名様 3万円から

｀
 
京阪松坂屋前

TEL (942)246 1代

綜合結婚式場
プ・ンマ

ナンバ

ナンバ府立体育館東横

TEL (632)2781代

高砂殿
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公衆電話による情報交換

の都度カルテに記入するのでなく，端末機を通して直

接コンビューターに必要事項を送りこみ，そこから薬

局，検査室，給食施設などに対しで梢報が伝えられる

仕組みになります。検査結果も自動的にファイルさ

れ，医者は必要なとき，いつでも取りだすことができ

るようになりましょう。

欧米ではこうした研究が非常に進んでいて，スエー

デンなどでは非常に大きなフ゜ロジェクトが進行してお

ります。さきほども 1つの病院だけで大きなコンピュ

ーターシステムを使うといった不経済を廃し，みんな

で共同して使えばよいという話がでましたが，数個の

病院による共同使用の試みも，すでにあちこちで行な

われています。現在行なわれているのは病院間の情報

交挽が主になっており，ある病院で検在した結果を，

必要とする他の病院に送ってやる方法です。

コンビューターの共同使用を一つの地域について考

えると，まん中に中央病院的な大きな病院を定め，他

を地区病院として梢報交挽システムを組めば一つのま

とまった診旗園をもつ病院ができあがるといえます。

このシステムができあがれば，かりに中央病院が満床

であっても地区病院に入れば，中央病院の施設を利用

したと同じ効果を得ることができるわけです。たとえ

ば心屯図を地区病院でとっても， この砒取り診断は中

央病院のコンヒ°ューターがやるわけだから，診断に差

がでないことになります。検査の場合でも検査材料だ

けを中央病院へ送ればよいことになり，以前A射院に

かかっていたものが，何かの都合でB病院へ変ること

があっても，その個人病歴をいつで取りもよせること

ができるわけです。

この方式をさらに拡大すれば診旅所も同じネットワ

ークでカバーし，中央病院のプランチとして位匠づけ

れば医療技術の幅差を解消することにもなります。近

所の診療所へ行っても病院で治旅を受けたと同じ効果

が得られます。さらにこれを保健所とネットワークす

れば，地域の保健衛生の向上にも役立つというメリッ

トが考えられます。

これに近い案はすでにスエーデンあたりで実施され

ており， LI本でも将来一つの地域医板防報ヽンステムを

つくる必要があると思います。また公衆衛生活動につ

いても独自の梢報システムを持つことが大切でしょう

が， これを地城の医療情報システムとリンクさせる方

法もあるわけです。

保健所には結核患

者の登録というよう ＇

な業務があります

が， これなどは最も

惜報システムにのせ

やすいものの一つで

はないかと思いま

す。今日，結核対策

については検討しつ

くされている感があ

りますが，果してこ

れで取扱うべき梢報 電波に乗せられる情報

が十分であるのか，情報を採集するコースを担当する

人の問題，得られた梢報をもとにして次にとるべきア

クションなど，将米コンピューター化された場合に対

する準備として，目下多角的に検討を進めているのが

現状です。

‘健康、を考える

司会 結核の話が只休的に出たところで，さきほど

保健所というのはいまのような状態でいいのか，新し

い目椋には何を考えていくべきかといった点につい

て，中村さんからお話を進めていただきたいと息いま

す。

中村保健所長の間にも医樅ti'!報システムをつくっ

て地域の健康を把握しようという気連は生れておりま

す。保健所には11=1式なところもどっさりありますが，

決して遊んでばかりいるわけではありません。

佐々木先生は医縦•一本槍で何とか地域のいろいろな

ものがつかめるのではないかというご意見のようです

が， これは健康というものをどのように把握するかと

いうことから出発していると思います。少なくとも保

健所ではある集団の健康というようなものが問題にな

るわけで，健康，不健康の概念の中に疾病も包括され

て考えているわけです。
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従って健康符J'I[の）j法も，健康の11,j上はもとよりの

こと，不健康の解消をはかることに指1ruされなければ

なりません。それもメデイケアー一本の臨み方，医旅

からのアプローチだというふうに言えないことはあり

ませんが，健康というものは単に身体が逹者であれば

それでいいというものではありません。肉体と粘神と

それをとりまく），＇」！用の I悶境の三者が，いずれも快適な

状態であろことこそ貞;JJf建坂てあろといわなければな

りません，

最近は1且民の健康に対するいろいろな期行なり，健

康像なりが変ってきています。これは医紐技術の進歩

に加え，それを補充するための社会制度の充尼が，い

わゆる公衆衛生的な意味の健康へのアフ゜ローチとなっ

たものだと息います。

従って保健サービスは確かにコンビューターの禅入

次第で大いに向上発展をはかることができるでしょう

が，それに先だってまず健版状態の扉忍，健康水料の

決定あるいは社会的な｝菜境といったものを，いかにし

て数壻的にとらえていくかが， ・t,'i報として処J'I(しうる
か否かの決め了にもなるかと息います。その間にはい

ろいろな試行錯誤もあるかと息いますが，われわれと

しても辿からず梢恨システムが丈）ll化され， 1ク油紐イコ

ール公衆術生といった時代がくることを期待するもの

です。

保健所活動の主．たる対象は地域集団ですが， これら

の集団はある目的意識を持った社会集団として，とも

に健康とはどういうものであるかという共通した理解

をもつようにならなければならないと思います。その

うえでm報交換システムが採用され，保健サービスの
総合化がはかられるなれば， コンピューターはその固

有なすばらしい叶邸能力を駆使して，人が少ない，金

が足りぬといった保健所の素朴な悩みを解消してくれ

ることでしょう。

しかし保健所の窓口は意外に広く，業務の内容も複

,.,.  ぷ

情報はこうしてつくられる

雑多岐にわたっているので，機械によって処］開できる

面と，人と人同士でなければ通じないようなものがあ

ります。従って情報伝逹手段がどのように発逹して

も，機械がすべての面において人にとってかわること

はできないもので，機械によってはまねのできない親

切な情般の伝逹は人間がそれに当らなければならない

ことになります。

機械の仕事，人間の仕事

猫西親切なtr';-l乱の提供は，公衆衛生活動を辰開す

るうえに欠くことのできないものです。簡単な仕事は

機械にまかすことができても，人間でなければできな

い仕・Jrは依然として残るわけです。

ある会社で栄近:I:とエンジニアの共同作業で献立を

コンピューターによってつくらせたことがあります。

栄性I:はこのため従来の雑務から大いに開放され，そ

れによって'/-:じた時間を客との対話にあてるようにな

りました。その1/1から祈しい1lik立の内容等をみつけだ

し，栄註に関する研究に力を入れるなどできるように

なったわけです。

一方，ある工場でも同じような企画のもとに献立が

つくられました。サイクルメニューと呼ばれるもの

で，来週の木II/ii日にはどんな献立で，何週間か先にな

ると再び同じ献立がくりかえされるわけです。こうな

ると食べるほうでは全く楽しみがなくなり，栄荘士も

不要となってしまいました。

これはコンピューターの逆の使い方です。やはり人

間がやらなければならないことはしっかり忘れず持っ

ていなければ， これが混乱するとコンピューターは逆

に作用すると思います。

このように情報化が没透しつつある中で私は「住民

・消費者と公衆衛生従市者のあいだは親友か，悪友

か」というテーマを出したわけですが， このへんにつ

情報の集約整理

- 23 -



いて第一線の保健所で働いていて，肌で感じておられ

る点をお伺いしたいと息いますが，ずばりといってi:p コンピューターは信頼出来る？
村さん，どうなんでしょう。

中村私の感じとしては，はっきりいって両者間に 平沢佐々木さんにお伺いしたいのですが，中央に

全く事務的なつながりしかないような印象が強いので 大きなコンビューターを持った病院があり，周囲に地

す。保健所のやっていることを，私自身が批判するの 区病院，診旅所，保健所を配したもので一つのシステ

も妙なはなしですが，方法論が固定していることに問 ムを組み，単に医旅行為ばかりでなく，公衆衛生に伴

題があるかと息います。 ういろいろな罪務までも処理させようという構想は索

私は 2つの保建所を経験しましたが，以前の保健所 睛しいアイデアだと息います。しかし，その場合にこ＊

では地域の衛生姉人奉仕会の人たちがしばしば見えら くつまらないことかも知れませんが，もし停電になっ

れて，保健婦との話しあいの場へよく引っぱり出さ たら，あるいはコンビューターのうちの回線一本が切

れ，かなり親密なつながりがあったように息われま れたりした場合は全機能に影愕するので，どんな恐し

す。ところが現在の保健所では一而非常に合理的で，

メカニックなスケジュールのもとに箱日範日が動いて

いますが，住民との対話の機会や，その実態というこ

とになると，必ずしもしっくりいっているとはいえま

せん。仕方なしにやってきたというような表情もみら

れるわけです。

猫西 なぜこんな買問をしたかといいますと，私が

出向しました万国博覧会協会は財団法人ですので，民

間の立場から保健所をながめたとき，かつて私が考え

ていたときより，（まるかに距離があるように感じられ

たからです。私は吹田保健所の衛生課長さんなどとは

個人的にかなり親しくしていただいていますが，実際

に民間の立場で一つの冑業所を運常し，仕市をしてみ

て卒直に感ずることは，なかなか保健所と話す機会が

得られないということでした。お互いに忙しいという

こともあるでしょうが， ビジネスとして緊密に連絡を

とりながら仕打を進めていかなければいけないことを

茄感した次第です。

中村現場には一方とうまくいっても，他方との間

に疎外I~駅を生ずるといった中間的な意味のものが韮本

的にあります。確かに接触の機会を多くつくって，相

手の人に「こういうふうにして欲しいんだ」 「保健所

はどないしてるんや」といった気持をおこさせ，仕方

なくでてきたといった感梢を払拭してしまわなければ

ならないと思います。

しかし，いままでの保健所のしきたりからいって，

誰かがやってくると何かしんどいことをいってきたな

というような受けとりかたがあり，大いに反省すべき

点かもしれません。

司会平沢さんと佐々木さん，まとめという意味で

いい残されたことがあればお願いします。

コンピューターは信頼できるか？

い結果が生ずるかという問題があると思います。

病気の統叶的な処理というようなことであれば，み

どりの窓口での誤りと同様に，大数の法則の中で処理

できることだから，さして心配はないかもしれませ

ん。ところが個人の医療の問題になってくると，いさ

さかのコンビュークーのミスでも，重大な結果をもた

らす恐れは十分あるわけです。

機械のトラプルについてはエンジニアサイドで十分

対処できるように考えてはいるでしょうが， コンビュ

ークーに頼りきれない要索がここにもあると思いま

す。また大きなシステムを使って出た結果が実際と大

きく屈っていた場合なども，そのために機械そのもの

の信頼感を失うことにつながりますので， このあたり

の問題についてどのように考えておられるかが質問の

第 1点です。

次はさきほどの栄従士のお話しのように，患者や一

般住民との対話の時間を生みだすために機械処理シス

テムを入れるのが一つの目的だと思いますが，今度は

この梢報処理設備を運転する人手がずいぶん必要にな
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ってきます。これに対して医療ないしは公衆衛生の体

系の中で，情報処理教育というものがどのように取り

あげられているか， このへんが答え1こくい点かもしれ

ませんが，反面ではぜひお伺いしてみたいものでもあ

るわけです。

佐々木 両方とも難しい問題です。特：こコンビュー

ターの専門家でいられる平沢さんからコンピューター

を信頼できないといったお話しをうかがおうとは思い

ませんでした。確かに現在の段階では細心の注意をも

ってトラプルを起こさないようにするとしかいいよう

のないものです。ただし問題によっては一刻もコンヒ°

ューターの故障を許されない楊合もあるわけで， この

面についてはエンジニアサイドで，いわゆるオンライ

ン・コンピューターの保護，あるいはエラー回復の問

題について間迩いのおこらないようやってもらわなけ

ればいけないわけです。

われわれのほうでも現状では三煎四屯ものプロテク

ションの機械を備えた監視装箇でやっております。従

って万ーにも停電となりコンピューターが全部とまっ

ても，四六時中監視を要する患者については，問題を

起こさないようなシステムがとられています。

全体の＇「青報システムの中で，たとえば伯報の間迩い

をどうするかというのは非常に難しい問臨で，取扱う

情報量がふえればふえるほど，非常にシーリアスな問

題としてでてくると思います。そこででてくるのが個

人識別の方法， これがあいまいであるか， もしくは非

常に複雑であると，個人が問迩って認識し，ある人の

カルテに違う人の検査データーを記入してしまうとい

ったことがあると思います。従って絶対問逃いないと

いうやり方をシステムとしても考えていかなければな

らないことです。

次に惜報処理教育の問題ですが，医学部あたりで情

報処理教育をとりあげているところは，まだごく一部

に過ぎません。京都大学では医学部がこれをとりあげ

ていますが，東京大学では保健学科が惰報処理教育に

とりくんでいます。つまり医師ではなく，パラメディ

カルな職種の人々を対象としたものです。

外国では公衆衛生院に相当するスクール・パプリッ

ク・ヘルスなどに梢報処理の講座が設けられていま

す。とくにアメリカの場合などは必須科目でないまで

も，相当大きなウエイトで取扱われているように思い

ます。

しかし，医学あるいは公衆衛生の分野にコンビュー

ターを使うということは， ごく最近はじまったばかり

大阪府公衆浴場業環境衛生同業組合

大阪府浴場商業協同組 合

大阪府浴場国民健康保険組合

理事長 酒 道 昇佐久

副理事長 松 本 正 俊

副理事長 室 恒 男

常務理事 野 口 茂 雄 事務所所在地

常務理事 白 木 正
大阪市天王寺区生玉町54番地

常務理事 南 出 仁三郎 電話大阪 (06)772-3112代

常務理事 水 野 宏 郵便番号 5 4 3 

-25 -



ですので，こうした教育のシステムも完備しておりま 司会 きょうは4人のかたがたにいろいろと討論し

せん。これから教育の問題は非常に重要であって，こ ていただき，会場のみなさんがたも，それぞれに情報

れが教育は是非公的な施設でとりあげていただきたい とは何か，情報化社会とは，情報化時代とは何かにつ

と思っています。 いて，ある種の心証を得られたことと思います。しか

最後に補足として，さきほど医旅一本槍のような発 しなお全体としてはっきりした輪廓がつかめていない

想による地域保健システムについて申しあげました というのが事実ではないかとも思います。ただ，情報

が，情報化のありがたいところは，システムを一つの 化時代を推進する一つの役目をコンビューターが担っ

枠に限って考えなくてもいいということです。非常に ているということと，コンピューターとはどんなもの

磁通性があるので，神戸のある造船所の例ですが，そ かについて，おぽろげながらつかみ得た気がいたしま

この給与の支払いの磁気テープをそのまま神戸市役所 す。

へ持っていって市民税の計算にも使っているわけで コンビューターはあくまで機械であって，人間の知

す。一つの情報を他の機関でも使うということが容易 恵をその中に入れてやらないことには機械は期待した

になり，テープの運搬も電々公社の通信回線を使えば ような働きをしないものです。つまり機械は機械，人

即時に情報交換できるということです。 間は人間，機械を人間が使うのだということを決して

地域保健システムという考え方の中には，保健所に 忘れてはいけません。その意味で人間尊重，人間性回

ついても地域全体の健康情報がはいっているというこ 復という大前提があって，はじめてコンビューターは

とであって，決して病人だけがマスターファイルの中 人間社会に役立つものとして作動するわけです。コン

身ではありません。もし社会的な梢報がほしいとか， ビューターとは何かということに対する答にもなるか

税金面の惜報が必要だといった場合，プライバシーの と思います。

問題は別にしでt青報交換は比較的容易なわけです。こ 梢報については約 2時間にわたるディスカッション

こに情報化の大きなメリットもあるわけです。単に保 の結果，選択された正しい親切な情報こそ，情報化社

健情報だけではなく，その人が公衆衛生活動をするた 会にもっとも必要かつ欠くことのできない情報である

めに必要な情報がいつでも各方面からとり寄せられる という結論がでたようです。きょうのテーマである

ようになってくるということです。憐報化によって， 「情報化社会と公衆衛生」についての情報を， この機

これまで公衆衛生と医療，公衆衛生と社会福祉との問 会に少しでもみなさんがたにお汲みとりいただけれ

をさえぎっていた隔壁がとりのぞかれることになり， ば， このパネルディスカッションは成功だったと考え

またそうなることを期待したいと思います。 ます。これこそ梢報の一つではないでしょうか。
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